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 本研究の具体的な作業と方策は,以 下の三つに大別できる。まず,東 南アジァ ・オ

セアニア地域にふくまれる諸民族とさまざまな文化の項目(要 素)を それぞれえらび

だすことである。つぎに,文 献および調査資料にもとついて,選 定 した民族ごとに特

定の文化項目が存在するのかしないのかをしらべ,そ の情報を集積する。そして,こ

の資料を基礎 として,東 南アジア ・オセアニア地域における諸民族間,諸 文化項目間

の統計的な分析をコンピュータ処理によりおこなうことにある。コンピュータ処理の

方法については次節であつかうこととして,本 節では,資 料の選定とデータの作成に

かかわる経緯と方法についてのべる。

 なお,本 報告は,昭 和56～59年 における共同研究 「東南アジァ・オセアニアにおける

文化クラスターの構成と分析」の成果を継承,発 展したものである[大 林編 1985a;

1985b]1)。 したがって,も ちいた資料 と方法は前研究に準 じ,あ るいは改変したも

のである。

 1.資 料 の 選 定

 1) 民族 の選定

 東 南 アジァ ・オセアニア地域の なかか ら,サ ンプルとなる民族 を=選定する前提 と し

て,対 象 となる地域 自体 について確認 して おこう。本研究では,東 南 ア ジァの大陸部

(ガ ンジス川以東)お よび島喚部 か らオセアニア(イ ースター島以西)に かけての領

*国 立民族学博物館第1研 究部

1)昭 和56年 度の共同研究における代表者は、佐々木高明が、昭和57～59年 度は大林太良がそれ

 ぞれ担当した。
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域 にふ くまれる諸民族集団を対象 と している。

 さ らに,い くつかの約束 事を した。 まず,中 国南部における少数民族 を東南 アジァ

大 陸部 の民族 と して選定の対象にふ くめた。 マダガスカル島の諸民族 は,東 南 アジァ

にふ くめた。 また,東 南ア ジァ島峡部の なかにマ レー半島部をふ くめることに した。

そのわけは,マ レ〒半島の諸 民族 が東南 アジア島填部の諸民族 と言語的,文 化的に近

縁であ ると考 え られ るか らであ る。 さ らに,オ セアニアの なかに,ニ ューギニア島の

イ リア ン ・ジャヤ(イ ン ドネ シア領)を ふ くめるが,イ リア ン ・ジャヤ周辺の島嗅 は,

東 南 ア ジァ地域(島 喚部)に ふ くあた。

 民族選定 のさいには,ま ず この広大 な領域を い くつかの地域にわけ,各 地域 ごとに

ふ くまれ る民族の リス トァ ップが1981年10月 ～11月 に かけてお こなわれた。 選定に さ

い して,大 林太良,横 山廣子 らが中心 とな って利用で きる文献 リス トが作成 された。

区分について は,大 まかな言語分類を おこない,さ らに地域別に分類 した。参考文献

として,Atlas of World Cultures[MURDOCK 1981],お よびEthnic Groups of Main-

land S「outheast Asia[LEBAR. et al. 1964], Ethnic Groupsげ 加 ぬF Southeast Asia

Vol.1匹EBAR and AppE肌 1972],」 砒加ゴ6 Groups of 7nsular Southeast Asia Vo1.2

[LEBAR and CASINO l 975】, V'�ker der防8γ 彦伽Welt[1.INDIG l 98Uを も ちいた。

マー ドック(Murdock, G. P.)の 文 献 中,本 研究の対象地域 にふ くまれる民族数 は,

東 南 アジアか ら58,オ セアニアか ら71の 合計129で あ った。 また,ル バ ー(LeBar,

F.M.)の 文 献にふ くまれ る民族は合計312で あ った。 もちろん,そ れ以外の 民族 に

ついて も,出 版 物と して公にされていないが班員や国内の協力者 自らの調査 による資

料が利用で きる場合に は,積 極 的に採 用 した。 こう した情報 による場合 は,調 査者 の

Field Noteと して文献に記述 した。

 この ように してまず,1981年 度 末 に,302の 民 族を選定 した。 ただ し,1981年 にお け

る最初の選 定時か ら,最 終入力段階 の1988年 に いたる過程で,選 定民族 の総数 は変化

した。い ったん選定 は した ものの,文 献 か らえられ る情報量が予想外にす くないとい

った理 由で不採 用に した り,班 員の野外調査 によ って選 定民族を新規追加 したか らで

ある。結局,わ れ われが入 力 した民族数 は,最 終段 階の1988年2月 で,東 南 アジア地

域(大 陸部 と島喚部およびマダガス カルをふ くむ)か ら138,オ セ アニア地域か ら99の

合計237で あ る。最終的に入力 した民族 名は,資 料編の民族名 リス トにあげておいた。

2) 文化項目の選定

大林は共同研究会において,従 来の研究者が東南アジァ ・オセアニア地域における
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文化史や文化複合に関する民族学的研究のなかで,ど のような内容の文化項目をとり

あげてきたか,そ してそれらにどのような問題点があったかについての発表をおこな

った(1981年6月15日,7月2日)。 従来の研究との比較考察については,大 林によ

り第4章 で詳述 される。ここで強調 しておくべ きは,従 来の研究では採用すべき文化

要素がかならずしも文化のあらゆる側面にわたっていないこと,概 して物質文化に精

で,社 会,宗 教に粗である,東 南アジア ・オセアニア地域における文化の研究上,欠

落 している文化要素がある,といった指摘である。もちろん,わ れわれがあらたに文化

項目を選定するうえで,先 学の業績がずいぶんと参考になったことはいうまでもない。

 以上の視点から,わ れわれは,民 族選定の場合と同様に して,文 化のさまざまな分

野ごとに担当者をきめ,文 化項目の選定にあたった。提 出された原案を集計 した結果,

33の文化の諸分野について合計486の 文化項目を暫定的に選定 した。この数字は,従

来とりあげられて きたものにくらべて格段に多くなっている2)。

 原案を全員で討議 した結果,わ れわれは大幅な変更をおこなった。原案との大 きな

修正点は,分 野をい くつか統合ないし除外 し,特 殊すぎると考えられる項目も大幅に

削除 した ことである。たとえば,文 献だけからえられる情報量がかならず しも多いと

はいえない言語の分野(助 動詞,範 疇詞,こ とわざ,語 順など),人 間の分類(性,年

齢,専 門別など)を 除外した。

 そして,ま ず大きな枠組みとして,文 化の諸要素を,L 経済,2.物 質文化 ・技

術,3. 社会 ・政治,4.宗 教 ・神話,5. 知識 ・芸術の5大 分野にわけた。さらに

それぞれの分野をい くつかの大項目別に区分した。たとえば,経 済にかかわる分野を

2)東 南アジア地域,お よびオセアニア地域における文化複合,文 化史の研究において従来とり

あげられてきた文化項目をみると,前 者からは391項 目,後 者からは361の項 目をそれぞれ列挙

することができる。

 東南アジア地域については,地 域全体あるいはそのいくつかの文化複合ないし文化潮流にと

って特徴的と指摘されてきた文化要素を集成したものが以下にのべる領域である(括 弧内の数

字は項目数をあらわす)。

 家屋(28),服 飾(37),発 火法 ・土器(7),農 耕(36),漁 携(5),食 物 ・嗜好品(16),武 器(29),

戦争(5),身 体変工(9),工 芸(10),交 通手段(9),社 会組織(50),法 ・礼儀(5),宗 教(50),神

話(2),出 産と子ども時代(13),婚 約 と結婚(6),死(20),霊 魂 と精霊(8),音 楽(18),言 語(4),

娯楽(9),美 術(13),そ の他(2)の 合計391項 目である。

 オセアニア地 域で は,ミ ルケ(Milke, W.)に よ る東 南メラネシア研究,グ レープナー

(Graebner, F.),リ ヴ ァース(Rivers, W.H.R.),シ ュパイザー(Speiser, F.)ら によるオセアニ

ア文化史の再構成の指標としてもちいられている文化要素として以下の項目が列挙された。そ

れらは,衣 服(32),装 身具(38),家 屋(28),家 具(43),工 芸 ・道具(33),生 業(26),猟 具(22),

航 海 ・漁携(38),貨 幣(9),武 器(51),楽 器(31),そ の他の物質文化(10)の 合計361項 目である。

 ちなみに,マ ー ドックの文献のなかでとりあげられているコラム(本 研究の大項目に相当)

は全部で26あ り,さ らに各コラムごとにそれぞれ5か ら10以上 の下位カテゴリーがもうけられ

ている。
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狩 猟,漁 携,農 耕,食 物 ・料理法,流 通 ・交換,交 通 ・運搬,船 の7大 項 目に細 区分

した。 そ して,各 大項 目ごとに文化項 目を選定 した。その数 は,大 項 目ごとに異 なっ

てお り,最 小で6,最 大 で25に お よんだ。なお,ま だ入力数がす くなか った1983年 の

3月 段階で項 目をあ らたに二つ(槍 と首狩 り)追 加 した。 この ように して,27の 大 項

目について343の 文 化項 目を最終的に選定 した。 その一覧 は,資 料編 の文化項 目 リス

トに しめ した。

2. コ ド

民族名,文 化項 目,文 献な どの情報を コンピュータに入力す るさいの コー ド化をお

こな った。

 1)民 族 コー ド

 各 民族 は,標 準的なアルフ ァベ ット表記 のほか,5桁 の コー ド番号によ ってあ らわ

す ことに した。具体的な例で しめそ う。台湾のYamiの 民 族 コー ドは08304で あ る。

上2桁 は大地域 コー ドで あ り,東 南ア ジア ・オ セアニアに は13の コー ドがある。08は

フ ィ リピン ・台湾 をあ らわす(表1参 照)。 3桁 目は中地域 コー ドである。大地域区

表1 民族コー ド表

大地域コー ド 大地域区分 中地域区分

01 マダガスカル なし

02 ア ンダ マ ン ・ニ コバ ル なし

03 ア ッサム ・ピル マ ア ッサ ム/ビ ル マ

04 中国南部 なし

05 イ ン ドシナ ・タ イ ベ トナ ム ・カ ンボ ジ ア/ラ オ ス ・タイ

06 大スンダ列島(含 マレー半島) マ レー/漂 海民/ス マ トラ/ジ ャワ/ボ ル

ネオ/セ レベス

07 小 ス ンダ 列 島 ・モル ッカ 小スンダ/モ ルッカ/ハ ルマヘラ

08 フ ィ リピ ン ・台 湾 南フィリピン/北 フィリピン/台 湾

09 ミク ロネ シア 東ミクロネシア/中 部 ミクロネシア/西 ミ

クロネシア/辺 境ポリネシア

10 ポリネシア 西ポリネシア/東 ポリネシァ

11 メラ ネ シア ア ドミラルティー/中 部メラネシア/南 メ

ラネシア/東 メラネシア/辺 境ポリネシア

12 ニ ュー ギ ニ ア パ プ ア/イ リヤ ン ・ジ ャヤ/北 ニ ュー ギ ニ

ア/マ ッシム/ト レス海峡

13 オー ス トラ リア 中 ・西 オ ー ス トラ リア/北 ・東 オ ー ス トラ

リア/タ ス マ ニ ア
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分にふ くまれ る民族 数が多い場合,あ るいは必要に応 じて この 区分を もうけた。大 ス

ンダ列 島(大 地域区分で06)の よ うに六つの中地域をふ くむこともあ るし,中 地域区

分のない場合 もある。 フ ィリピン ・台湾の場合は三 つある(南 フィ リピン,北 フィ リ

ピン,台 湾)。 下2桁 は,各 民族 に対応す るコー ドである。 この ように して,す べて

の民族 を コー ド化 した(資 料編を参照の こと)。 民族 コー ドをつ ける順序 は,な ん ら

の偏見 な しに決定 した。

 2)文 化 項 目コー ド

 分 析の対象 となる文化項 目について は,文 化の諸 分野 ごとに選定 した関係 から,4

桁 の コー ド番号であ らわす ことに した。文化項 目の選定についての項 での べた区分に

したがい,経 済 は1000番 台,物 質文化 ・技術は2000番 台,社 会 ・政治は3000番 台,宗

教 ・神話 は4000番 台,知 識 ・芸術 は5000番 台 と した。1000番 台 には,7つ の大項 目が

ふ くまれ るので,そ れぞれの大項 目は,1100番 台,1200番 台,1300番 台,… …1700番

台 の ように区分される。各大項 目にふ くまれ る文 化項 目は,下1桁 ない し2桁 の番号

で しめ した。 たとえば,産 小屋(2112)は,物 質文 化 ・技術分野にふ くまれ る大項 目,

家 屋(2100番 台)の なかで,12番 目の文化項 目とい うことにな る。文化項 目 コー ドに

ついて も,コ0ド の順序 になん らの恣意性はない。

3.ワ ー ク シ ー ト

 じっさいに文献を通 じて,あ る民族集団が所与 の文化項 目を有 しているか どうかを

確認 し,具 体的な情報 として集積 し,さ らに コンピュータに入力す るための ワー クシ

ー トを作成 した
。 ワークシー トをつ くるさいに,い くつか の点が問題 となった。入力

の対象 となる民族 と文化項 目の数が,そ れぞれ数百以上のオーダーにおよぶ ことがあ

らか じめわかって いる。 しか も,ワ0ク シー ト自体 が単に記 入するのに便利であ るよ

うに とい う条件だ けでな く,コ ンピュータ入 力に も適 した体裁を もっている必要 があ

った。 こうした点を考慮 し,1枚 の シー トが27あ る大項 目の1項 目ごとに構成 されて

いるA4サ イズの ワークシー トを作成 した。

 この ワ0ク シー トには,特 定の文化項 目の有無 を民族 学的現在,あ るいは過去別 に

記号(○ あ るいは ×)で 記入す る欄が もうけ られて いる。さ らに,記 載事項を確認す

るうえで便利なよ うに頁数を記入す る欄 と備考欄 をもうけた。

 ワーク シー トの一番上の頁には,そ れぞれの文献の内容 の偏 りを把握す るため,記

入者 の判断で,記 述程度が くわ しい,あ る程度 ある,ほ とん どあるい はまった くない
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と いった情報 を記入す ることと した。記入 された ワ0ク シー トは,各 民族 ごとに ファ

イル し,次 節 で杉 田が のべるような方法で コンピュータに入力 された。

4. カ ド

 使用した文献と選定 した民族に関する情報を検索用にもちいることができるよう,

体系的に整理 しておく必要があった。そこで,民 族,文 献のそれぞれについてのカー

ドを作成 した。以下,民 族に関するカー ドを民族カード,文 献に関するカー ドを文献

カー ドと称する。カー ドのフォーマ ットについては横山が担当して原案をつくり昭和

56年度の第2回 研究会において全員の討議をへて決定された。

 1)民 族 カード

 民族カードは,各 民族の基本的な情報に関するいわば登録表とでもいえるものであ

る。その内容 としては,民 族名およびその別(他)称,民 族 コー ド,位 置(南 緯/北

緯,東 経/西 経),言 語,居 住地(山 地,平 地,海 岸,島 喚),人 口(年 度を明記),

利用した文献,の7項 目についての情報をふ くむ。言語については,東 南アジア大陸

部用のカー ド(緑 色)と,東 南アジァ島喚部およびオセアニア地域用のカード(黄 色)

に2大 区分した。さらに,そ れぞれのなかにふ くまれる言語を,10の 言語群に区分 し

た。 言語系統に関して 異説がある場合を考慮 して,言 語の区分は最小限にとどめる

ことにした。

 2) 文 献 カー ド

 資料 と して もちいた文献は,各 民族 ごとに最低1編 ふ くまれる。 ワークシー トの記

入 は文献1編 ごとに おこない,文 献 カー ドもそれに応 じて作成 した。文献カー ドには

対象 となる民族名,民 族 コー ド,文 化項 目(文 献にふ くまれ る内容),著(編)者 名,

文 献名,調 査時期,位 置,記 入者,所 蔵 機関などの項 目について記述 した。使 用 した

文献 の言語 は,英 語,中 国語,ド イツ語,フ ランス語,日 本語 にわたってい る。文献

カー ドは,ピ ンク色 とした。

5.地 図

 ある特定の文化要素が東南アジア・オセアニア地域でどのような分布をしめすのか

といったことがらは,地 図上にあらわす ことによって端的に理解することができる。
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さらに,複 数の文化項 目の重複分布 につ いて も,地 図上 にあ らわす ことによって理解

が容易 にな る。そのた めには,地 図入力用の原図をつ くる必要があ った。

 東 南 アジア ・オセアニア地域 を1枚 の原図 と してあ らわすべ きであ ったが,民 族の

位置を記入す るうえで縮尺の異 な る2枚 の地図を もちいるべ きと判 断 した。そ こで,

市 販の東 南ア ジァ,大 洋州の地図 を もとに,各 民族 の位置を記 入 した白地図を作成 し

た。 白地図のサイズは,縦62セ ンチ,横87セ ンチであり,地 図上には,海 岸線を黒実

線,河 川 ・湖沼を青実線,国 境 を ピンク色の一点破線で,さ らに主要 な都市名,首 都

をそれぞれ黒丸,赤 丸で しめ した。

 地 図 自体の縮尺についてふ れて お こう。東南アジア地域 の ものは, 850万 分 の1

(単 円錐図法で,北 緯10度 の 縮尺)で あ り,オ セアニア地域の地図については,縮 尺

2600万 分 の1(ゴ ール図法で,赤 道縮尺)で ある。 さらに,各 民族の 占める位置を地

図上に点と して プロッ トした。民族の居住する地域が地図上で一定以上の面積を 占め

る場合は,そ の代表点(都 市 とか人 口の多い地点)を 指定 した。

 つ ぎに,上 記 の白地図 を元 に して,東 南ア ジァとオセアニアとの2枚 の地図画像を

コンピュータに入力 し,あ わせて各民族 の位置と民族 コー ドを入力 した。 このデータ

と,ワ ーク シー トに入力 した各民族 ごとの文 化項 目データとを組みあわせ る ことによ

り,特 定の文化項 目の分布を モニタ ーの地図上に出力 し印刷す ることが可能 にな る。

資料 と して あげた各文化項 目の分布図が,こ のように して作成 された。
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